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改正建築物省エネ法

外皮が満たすべき性能基準

住宅の品質確保の促進等に関する法律

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）

HEAT20 （Hyper Enhanced insulation and Advanced Technique for 2020 houses）のシナリオ

改正建築物省エネ法・断熱等級

1 2

2022（令和4）6月に公布された『脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一

部を改正する法律』（令和4年法律第69号）により、建築物省エネ法が改正され、原則全ての建築物について、省エネ基準の適合

が義務付けられます。

1）外皮平均熱貫流率（UA値） 2）冷房期の平均日射熱取得率（ηAC値）
室内から屋外にどのくらい熱が移動するかを表す指標が熱貫流率で
す。外皮平均熱貫流率とは住宅全体からの熱損失量を天井、壁、窓等の
外皮の合計面積で割った値です。数値が小さいほど断熱性能が高い住
宅です。

住宅に日射がどのくらい入ってくるかを表したものが日射熱取得率で
す。平均日射熱取得率とは、住宅全体の日射熱取得量を天井、壁、床、
窓等の外皮の合計面積で割った値です。数値が大きいほど、日射熱が
侵入しやすい住宅です。

建築物（非住宅） 現行　　　2021年4月1日施行 新　　  2025年4月1日施行予定

●大規模
　（2,000㎡以上）

●中規模
　（300㎡以上2,000㎡未満）

●小規模
　（300㎡未満）

壁から侵入する
日射熱量ⓑ

窓から侵入する
日射熱量ⓒ

天井または屋根から
侵入する日射熱量ⓐ

床から逃げる熱量ⓓ

天井または屋根から
逃げる熱量ⓐ

窓から
逃げる熱量
ⓒ

壁から
逃げる熱量ⓑ

熱損失量の合計
［ⓐ+ⓑ+ⓒ+ⓓ］

外皮面積の合計

=
外皮平均
熱貫流率
（UA）

日射熱取得量の合計
［ⓐ+ⓑ+ⓒ］

外皮面積の合計
×100=

冷房期の平均
日射熱取得率
（ηA値）

届出
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適合
義務

説明
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説明
義務

適合
義務

適合
義務

住宅 現行　　　2021年4月1日施行 新　　  2025年4月1日施行予定

●大規模
　（2,000㎡以上）

●中規模
　（300㎡以上2,000㎡未満）

●小規模
　（300㎡未満）
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ZEHとは、『外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、室内環境の質を維持しつつ

大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロと

することを目指した住宅』とする。

◉ZEHの定性的定義

　ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）

　外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可能エネルギーにより年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロ

　またはマイナスの住宅。

◉Nearly ZEH（ニアリー・ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）

　ZEHを見据えた先進住宅として、外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可能エネルギーにより年間の

　一次エネルギー消費量をゼロに近づけた住宅。

◉ZEHの定量的定義

ZEH＋

外皮性能

再生可能エネルギーを除く
一次エネルギー消費量削減率※1

基準一次エネルギーから
25％以上

基準一次エネルギーから
20％以上

基準一次エネルギーから
100％以上

基準一次エネルギーから
100％以上

再生可能エネルギーを含む
一次エネルギー消費量削減率※2

再生可能エネルギー

下表による 下表による

導入すること 導入すること

ZEH

基準一次エネルギーから
20％以上

基準一次エネルギーから
75％以上100％未満

下表による

導入すること

Nearly ZEH

基準一次エネルギーから
20％以上

基準一次エネルギーから
20％以上

下表による

不要

ZEH Oriented
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UA値
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1・2地域 3地域 4地域 5地域 6地域 7地域

G3

G2

G1

省エネ基準

居室連続暖房

概ね16℃を下回らない

概ね15℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

概ね10℃を下回らない

概ね15℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

概ね10℃を下回らない

概ね8℃を下回らない

概ね16℃を下回らない

約55%削減

約35%削減

約20%削減

約50%削減

約25%削減

約10%削減

約60%削減

約40%削減

約30%削減

約45%削減

約20%削減

約5%増加

約70%削減

約50%削減

約35%削減

約40%削減

約35%増加

約80%削減

約60%削減

約45%削減

約55%削減

約15%増加

約75%削減

約55%削減

約40%削減

約40%削減

約50%増加

暖房期最低室温

省エネ基準からの
削減率

全館連続暖冷房
負荷増減率

LDK平日連続暖房、他は部分間歇 部分間歇暖房

※1　再生可能エネルギーを除く
        一次エネルギー消費量削減率

（基準一次エネルギー消費量） － （設計一次エネルギー消費量）

（基準一次エネルギー消費量）

（基準一次エネルギー消費量） － （設計一次エネルギー消費量） ＋ （太陽光発電等による発電量）

（基準一次エネルギー消費量）

※2　再生可能エネルギーを含む
        一次エネルギー消費量削減率
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ZEH/HEAT20について

省エネ基準と概ね同等のエネルギーで全館連続暖房が可能
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寒さが原因で亡くなる人は、交通事故の3倍超

暖かい家で元気になろう

室温だけでは測れない快適性

2,000
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

室温20℃

体感温度
15℃

表面温度
10℃

室温20℃

体感温度
19℃

表面温度
18℃

高い気密性能と充填性能

見逃しがちな断熱欠損

健康住宅へ

ECO
環境に良い

経済性

快適

健康
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［出典］東京都健康長寿医療センター （調査資料）

［出典］東京都健康長寿医療センター （2008年調査資料）

寒さが原因の浴室での死亡事故は、推定17,000人以上い

ます。これらは循環器系の疾患が原因と考えられています

が、その数は交通事故による死亡件数の3倍超という数字

です。

北海道や東北といった寒さの厳しい地域では断熱性能の高

い住宅が普及しており、冬の浴室での死者が他の地域に比

べて少ないというデータもあります。暖かい地域では住宅

の断熱性能が低く、かえって冬の寒さが体に悪い影響を与

えているということを示唆しています。

温度の急激な変化に体が反応して、血圧が急激に変化する

ことは知られていますが、断熱の不十分な住宅ではこうした

変化が起きるため、例えば就寝中の暖かい布団の中から、室

温が10℃を下回る寒い部屋に出たり、さらに寒い廊下やト

イレに出たりすると、急激に血圧が上昇するのです。

暖かい家の効果として、体を動かすことが面倒でなく、元気

になるというデータがあります。

暖かい家と寒い家で室内の移動歩数などを比べると、暖か

い家に住んでいる人の方が活動量が多いという結果が出て

います。

高齢者になるとただでさえ動くことが少なくなり、そのた

め運動機能が低下するという悪循環が生まれますが、家が

寒いと活動量はさらに減って、運動機能はますます低下し

ます。

家を暖かく保つことは、こうした活動の維持にもつながり

健康的な暮らしにも結びつきます。
暖房実態調査2008年（n=43）
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部屋全体を
暖房している
高齢者こたつやホット

カーペットのみを
使っている高齢者

暖房方式と住宅内の活動量

温度を上げるだけであれば、ストーブやエアコンなどの暖房

機器を使うことで問題はありませんが、人が感じる温度は

単純に部屋の温度だけでは決まりません。

熱の伝わりは、伝導・対流・放射という3つがあり、放射は暖

かい空気が冷たい物体の方へ移動します。この熱の移動が

多いと不快に感じることが体験的に分かってきています。断

熱性能が低い家で、暖房機器を使って家を暖めた場合、家の

中心近くや上の方の空気は暖まりますが、壁や窓といった周

辺部は外気の影響を強く受けて冷気を帯びたままなので、

頭はボーっと暑いけど体は寒いという状態になります。

17,000人中14,000人くらいは
高齢者と考えられます

体感温度＝（表面温度＋室温）÷2
だから、外皮の断熱が重要です！

入浴中の心肺機能停止者数（2011年）

吹付けウレタンフォームの優れた特徴とし

て、高い気密性と充填性があります。気密性

の実験では、繊維系断熱材が空気を通すの

に対し、吹付けウレタンフォームは空気を通

しません。また、迷路のような模型を使った

実験でも入口から出口までをすき間なく埋

めているのが分かります。

今まで住宅の高断熱化は、エネルギー削減に直結した「エナ

ジー・ベネフィット」という考え方が主流でしたが、最近では

ヒートショックや結露によるカビやダニの発生を抑えるな

ど、健康面でのメリットに着目するようになってきました。私

たちが普段の生活で何気なく使っている「エコ」は、

Ecology※1 ＆ Economy※2の使い分けです。そのため、環

境に良いのか、経済性が高いのかが曖昧で、エコ住宅の本質

が見えにくくなっています。

しかし、エコという卵を半分に切ってみると、まずは住む人

の健康があって、その先に快適な暮らしがあり、経済的であ

り、結果的に環境にも良い家であることが分かります。

吹付けウレタンフォームは気密性が高い

吹付けウレタンフォーム グラスウール

吹付けウレタンフォームは隙間なく充填できる

断熱材の施工状態（スキマが危ない！）断熱材の種類

   0％　（105mm相当）

   0％

-16％　（88mm相当）

-54％　（48mm相当）

-33％　（70mm相当）

熱損失

繊維系断熱材の寸法が著しく大きく、
押し込み過ぎた状態

繊維系断熱材の寸法が著しく大きく、
両端を押し込み過ぎた状態

繊維系断熱材の寸法が小さく、柱との
間に隙間が出来た状態

吹付けウレタンフォームの施工。躯体
と自己接着に良い施工状態

高性能GW
λ＝0.038
105mm

MOCOフォーム
λ＝0.040

pufpure A warm
λ＝0.026

良い施工状態
これを基準とすると

※1 Ecology：生物とそれを取り巻く環境の生態学
※2 Economy：経済・経済性

［出典］（財）住宅・建築省エネルギー機構（住宅の次世代省エネルギー基準と指針）

Non Energy Benefit高断熱住宅のすすめ



誘導基準の仕様規定（R値）等級別断熱仕様例

省エネ基準の仕様規定による厚み

［出典］（一財）建築環境・省エネルギー機構（住宅の省エネルギー基準）
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部　位

屋根又は天井
内断熱
外断熱
両面断熱
内断熱
外断熱又は両面断熱
内断熱又は両面断熱
外断熱
内断熱又は両面断熱
外断熱

内断熱
外断熱又は両面断熱
内断熱
外断熱又は両面断熱
内断熱又は両面断熱
外断熱
内断熱又は両面断熱
外断熱

屋根又は天井

屋根又は天井

屋根又は天井

屋根
天井

壁

床

壁

壁

壁

壁

壁

土間床等の
外周部分の
基礎壁

床

床

床

床

床

土間床等の
外周部分の
基礎壁

土間床等の
外周部分の
基礎壁

外気に接
する部分
その他の
部分

外気に接
する部分

その他の
部分

外気に接
する部分
その他の
部分

外気に接
する部分
その他の
部分

外気に接
する部分

外気に接
する部分

その他の
部分

その他の
部分

土間床等の
外周部分の
基礎壁

土間床等の
外周部分の
基礎壁

土間床等の
外周部分の
基礎壁

外気に接
する部分

外気に接
する部分
その他の
部分

その他の
部分

外気に接
する部分
その他の
部分

外気に接
する部分
その他の
部分

外気に接
する部分
その他の
部分
外気に接
する部分
その他の
部分

構造、構法又は工法

鉄筋コンクリート造

木造軸組構法又は
木造枠組壁工法

木造軸組構法又は
木造枠組壁工法

木造軸組構法、
木造枠組壁工法又は
鉄骨造

木造軸組構法、
木造枠組壁工法又は
鉄骨造

鉄筋コンクリート造

建築物の種類

一戸建ての住宅

共同住宅等又は
複合建築物の住宅
部分

断熱材の施工法
熱抵抗：㎡・K/W
地域の区分

枠組壁工法（充填断熱工法）

屋根

天井

土間床等
の外周部

部位

壁

床

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　   mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　   mm

㎡・K/W

㎡・K/W

㎡・K/W

pufpure A warm　mm

pufpure A warm　mm

6.6

264

172

5.7

228

149

3.3

132

86

5.2

208

136

3.3

132

86

3.5

91

1.2

32

1
6.6

264

172

5.7

228

149

3.3

132

86

5.2

208

136

3.3

132

86

3.5

91

1.2

32

2
4.6

4.0

2.2

58

5.2

3.3

1.2

32

184

120

160

104

88

208

136

132

86

3.5

91

3
4.6

4.0

2.2

3.3

2.2

45

184

120

160

104

88

58

132

86

88

58

1.7

0.5

13

4
4.6

4.0

2.2

3.3

2.2

45

13

184

120

160

104

88

58

132

86

88

58

1.7

0.5

5
4.6

4.0

2.2

3.3

2.2

0.5

13

184

120

160

104

88

58

132

86

88

58

1.7

45

6
4.6

4.0

2.2

3.3

2.2

0.5

13

184

120

160

104

88

58

132

86

88

58

1.7

45

7
4.6

4.0

—

—

—

—

184

120

160

104

—

—

—

—

—

—

—

—

—
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地域区分

熱抵抗値の基準・厚み

木造の住宅（充填断熱工法）

外気に
接する部分

その他部分

外気に
接する部分

その他部分

屋根

天井

土間床等
の外周部

部位

壁

床

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　    mm

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　   mm

pufpure A warm　mm

pufpure A warm　mm pufpure A warm　mm

㎡・K/W

MOCOフォーム　   mm

㎡・K/W

㎡・K/W

pufpure A warm　mm

㎡・K/W

pufpure A warm　mm

6.6

264

172

5.7

228

149

3.6

144

94

4.2

168

110

3.1

124

81

3.5

91

1.2

32

1
6.6

264

172

5.7

228

149

3.6

144

94

4.2

168

110

3.1

124

81

3.5

91

1.2

32

2

1及び2
8.9
10.9
5.7
8.9
3.7
5.3
12.3
2.9
5.9

3.3
3.1
2.1
1.5
2.6
5.3
1.7
3.5

2.3
2.2
1.4
1.1
1.9
3.2
1.1
2.0

1.6
1.6
1.2
1.0
1.4
2.0
0.8
1.2

0.7
0.6

4.4
3.4
2.5

2.5
2.0
2.1

2.0
1.6
1.8

1.0
0.8

3.7
2.2

2.1
1.8

1.7
1.6

0.9

6.9
5.7
4.0

6.3
3.8

4.8
2.3

4.8
2.3

4.5 4.5 3.1

0.9

5.7
4.4
2.7

5.7
4.4
2.7

1.0
0.8

4、5、6及び7
6.1
7.0
4.4
3.7
2.2
2.3
3.2
1.3
1.8

3
6.1
7.0
4.4
3.7
2.2
5.3
12.3
2.9
5.9

3.5

1.2

5.0

3.3

3.5

1.2

3.5

1.2

1.7

0.7

3.5

1.2

3.5

1.2

1.7

0.7

1.7

0.5

1.7

0.5

0.6

0.1

3.4

2.1

3.4

2.1

2.9

1.7

1.2

0.4

1.0

0.3

0.6

0.1

1.2

0.4

1.0

0.3

0.6

0.1

3.1 3.1 2.6

5.0

3.3

3.4

2.2

3.5

1.2

1.7

0.7

8
0.7
0.6
0.6

4.6

4.0

2.3

60

4.2

3.1

81

3.5

91

184

120

160

104

92

168

110

124

1.2

32

3
4.6

4.0

2.3

3.1

2.0

52

1.7

45

184

120

160

104

92

60

124

81

80

0.5

13

4
4.6

4.0

2.3

3.1

2.0

52

1.7

45

184

120

160

104

92

60

124

81

80

0.5

13

5
4.6

4.0

2.3

3.1

2.0

52

1.7

45

184

120

160

104

92

60

124

81

80

0.5

13

6
4.6

4.0

2.3

3.1

2.0

52

1.7

45

184

120

160

104

92

60

124

81

80

0.5

13

7
4.6

4.0

—

—

—

—

—

—

184

120

160

104

—

—

—

—

—

—

—
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地域区分

熱抵抗値の基準・厚み

外気に
接する部分

その他部分

外気に
接する部分

その他部分

吹付けウレタンフォームの断熱各部位の要求性能と必要厚みは以下の通りです。

住宅の断熱厚み 断熱等級5のR値

屋根又は天井

屋根又は天井

屋根
天井

内断熱、外断熱又は
両面断熱

内断熱、外断熱又は
両面断熱

内断熱、外断熱又は
両面断熱

内断熱、外断熱又は
両面断熱

内断熱、外断熱又は
両面断熱

内断熱、外断熱又は
両面断熱

外張断熱又は内張断熱

充填断熱

充填断熱

外張断熱又は内張断熱

地域

壁
付加

充てん

立上り

MOCOフォーム

ネオマフォーム
キューワンボード

Pufpure A warm

Pufpure A
Pufpure A warm基礎

窓

玄関ドア

基準住宅

UA値

等級

屋根

0.26

7

0.46

6

0.60

5

900mm 900mm 900mm

0.90
APW430

1.31
APW330

1.69
APW331

1.34
イノベストD50

2.25
ヴェナートD30

2.25
ヴェナートD30

5 地域・6地域・7地域

120.07㎡

300mm

（岡田）
URL:www.gahouse.jp  Mail:okada@gahouse.jp
株式会社 GA HOUSE

計算業務
 東京：☎080-3353-8080

50mm
50mm

90mm

80mm

40mm

MOCOフォーム

MOCOフォーム

Pufpure A
Pufpure A warm

200mm

90mm

80mm

40mm

MOCOフォーム

MOCOフォーム

Pufpure A
Pufpure A warm

100mm

75mm

50mm

25mm水平部

折返し

■北立面図 ■西立面図

■南立面図 ■東立面図



MOCOフォームが選ばれる3つのポイント

水で100倍に発泡するMOCOフォーム

物性値

セル

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

空気

pufpure A warm が選ばれる3つのポイント

GWP（地球温暖化係数）の最も小さい発泡剤を使用しています

セル

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

HFO

物性値
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MOCOフォームの特長

7 8

MOCOフォームは、ポリオール成分（A液）とイソシアネート成分（B液）を現場施工用の発泡機で混合し、躯体に直接吹き付ける

断熱材です。水を発泡剤にして100倍に発泡させるため、体に安全で、非常に軽いのが特長です。躯体に自己接着するため、木が

伸縮しても高断熱・高気密が保てる優れた断熱性能を誇ります。

自己接着するのは吹付け
ウレタンフォームだけ

寸法合わせが
必要ありません

すき間なく
充填できます

繊維系断熱材などは躯体に押込みす
ぎると潰れてしまい、厚みの確保が
難しいのですが吹付けウレタンフォ
ームは、液体が躯体の狭いすき間に
入り込み、奥側から手前側へ発泡して
くるので、すき間のない断熱施工が
簡単に行えます。

一般的な断熱材は壁に取り付ける前
に、コンセントボックスの位置に切欠
きを入れるため寸法測定が必要です
が、吹付けウレタンフォームは躯体の
形状に合わせて液体が膨らんでくる
ので、事前の寸法合わせの必要がな
く手間がかかりません。

断熱材には不燃のもの、単体でも内部結露しないも
の、断熱性能が特出したもの、優れた吸音効果があ
るものなどさまざまありますが、住宅用の断熱材と
して使う場合何らかの方法で躯体に接していなけ
ればなりません。吹付けウレタンフォームは、シュッ
と一吹付けするだけで躯体に接着してくれるので、
安心で工期も短縮できるのです。

Point
1

Point
2

Point
3

わずか10秒で100倍に発泡！

商品名

JISA9526分類

種類（記号）

発泡剤

オゾン層破壊係数（ODP）    

地球温暖化係数（GWP）

断熱材種別ランク

品質

熱伝導率

燃焼性

MOCOフォーム

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム

A種3（NF3）

水（二酸化炭素）

0

1※1

C

JIS規格値適合

0.040以下

120以内

60以下

A液
9g

B液
11g

1 A液とB液を
カップに
20g入れます

2 両液を混ぜると
発泡が
始まります

3 わずか20gの原液が
100倍に発泡し、
こんなに膨らみます

モコ

時間 　　sec

距離 　　mm

W/（m・K）

※1 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書による100年値

pufpure A warm の特長

独立気泡だからできる高断熱性能　λ＝0.026W/（m・K）

JIS規格最高の
断熱性能

防湿層の
設置が不要

「断熱性能」と
「環境性能」の両立

HFO（ハイドロフルオロオレフィン）は、
HFCの代替として冷媒分野も含めて有
望視されている、全く新しい発泡剤で
す。HFCと同等の高い断熱性能を持ち
ながら、オゾン層破壊係数（ODP）はゼ
ロ、地球温暖化係数（GWP）はHFCの約
1/1000に減らすことができます。

100倍発泡（A種3）のウレタンフォームは、繊
維系断熱材等の扱いなので、防湿層を除外す
るには、一次元定常計算等による防露性能の
証明が必要でしたが、pufpure A warm（A種
1H）は、透湿抵抗が高いので、通気工法の場
合、どの地域、どんな構造用面材を下地に用い
ても防湿層の設置が不要です。

一般的な木造住宅に使われている
吹付け硬質ウレタンフォームのA種
3（λ＝0.040W/（m・K））に対して、
A種1H（λ＝0.026W/（m・K））と、
35％も高断熱になりますので、同じ
施工厚みでもさらに高断熱化が可
能になります。

Point
1

Point
2

Point
3

pufpure A warm（A種1H）は、1つ1つの気泡が独立した「独立気泡」タイプの

ウレタンフォームです。A種1、A種2、A種3のウレタンフォームは、気泡内部に

「空気」が入っているのに対して、pufpure A warmでは「HFO（ハイドロフルオ

ロオレフィン）」が封入されています。発泡プラスチック系断熱材は、独立した気

泡内部に、より高性能なガスを封入することで繊維系断熱材等よりも薄く、高断

熱化が可能になります。

乾燥空気の熱伝導率＝0.024W/（m・K）に対して、40％以上高性能なガス

（HFOの熱伝導率＝0.014W/（m・K））を封入することにより、JIS規格最高の

性能を達成することができます。

パフピュアー エース ウォーム

商品名

JISA9526分類    

種類（記号）    

発泡剤    

オゾン層破壊係数（ODP）    

地球温暖化係数（GWP）    

断熱材種別ランク    

品質    

熱伝導率　W/（m・K）  

燃焼性 

pufpure A warm

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム

A種1H（NF1H）

HFO（ハイドロフルオロオレフィン）

0

2※1以下

E

JIS規格値適合 

0.026以下

120秒以内

60以下

時間 　　sec

距離 　　mm

※1 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書による100年値



pufpure A warm についてMOCOフォームについて
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防火構造認定・準耐火構造認定

構造 外壁 内装材構造用面材外装材の固定 pufpure A warm厚み 認定番号

軸組構法

枠組工法

木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板
なし
木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板
なし
木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

付加断熱
アキレス製ボード
　30～100mm
pufpure A warm
　40（±4）～150（±15）mm
付加断熱
アキレス製ボード
　30～100mm
pufpure A warm
　40（±4）～150（±15）mm

窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）

　　　　15～26mm
窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）　　　　　　　

　　　 　15mm以上
窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）　　　　　　　

　　　　 15mm以上
窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）
　　　　15～26mm
軽量モルタル
　　　　　（下地なし）
　　　　 15mm以上
軽量モルタル
　　　　　（下地あり）
　　　　 15mm以上
窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）
　　　　15～26mm
軽量モルタル
　　　　　（下地なし）
　　　　 15mm以上
軽量モルタル
　　　　　（下地あり）
　　　　 15mm以上

金具

金具

金具

金具

金具

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

防火構造認定（30分）

90（±9）mm

90（±9）mm

90（±9）mm

113（±9）mm

113（±12）mm

113（±12）mm

せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上
室内側下地材なし

せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
室内側下地材あり

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5以上
②強化せっこうボード（JISA6901）　12.5mm以上

PC030BE-4141

PC030BE-3667

PC030BE-3669（1）

PC030BE-3669（2）

PC030BE-3670

PC030BE-3671（1）

PC030BE-3671（2）

PC030BE-4208（1）

PC030BE-4208（4）

PC030BE-4208（3）

PC030BE-4208（2）

構造 外壁 内装材構造用面材外装材の固定 pufpure A warm厚み 認定番号

軸組構法

枠組工法

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）
　　　　15～26mm
窯業系サイディング
　　　　　（下地なし）　　　　　　　
　　　　 15mm以上
軽量モルタル
　　　　　（下地あり）
　　　　 15mm以上

金具

金具

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

準耐火構造認定（45分）

90（±9）mm

90（±9）mm

90（±9）mm

強化せっこうボード（JIS A 6901）15mm以上

強化せっこうボード（JIS A 6901）15mm以上

強化せっこうボード（JIS A 6901）15mm以上

上張材①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
下張材①せっこうボード（JISA6901）12.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
上張材①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
下張材①せっこうボード（JISA6901）12.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
上張材①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
下張材①せっこうボード（JISA6901）12.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上

QF045BE-1481

QF045BE-1488（1）

QF045BE-1488（2）

木質系

セメント板

火山性ガラス質複層板

木質系

セメント板

火山性ガラス質複層板

木質系

セメント板

火山性ガラス質複層板

窯業系サイディング
　　　　　　　（横張）

　　　　15～26mm
軽量モルタル
　　　　　（下地なし）

　　　　 15mm以上
軽量モルタル
　　　　　（下地あり）

　　　　 15mm以上

113（±9）mm

113（±12）mm

113（±12）mm

QF045BE-1475

QF045BE-1482（1）

QF045BE-1482（2）

構造 外壁 内装材構造用面材外装材の固定 MOCOフォーム厚み 認定番号

構造 外壁 内装材構造用面材外装材の固定 MOCOフォーム厚み 認定番号

軸組構法

軸組構法

枠組工法

枠組工法

軸組構法

窯業系サイディング （横張）

15～26mm

15～26mm

QP020BE-0112

PC030BE-4132（2）

PC030BE-4132（1）

なし

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

なし
木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板

金具

金具

75（±8）～105（±11）

準防火構造（20分）

防火構造認定（30分）

窯業系サイディング （横張） 付加断熱
ネオマフォーム・ネオマゼウス
　20～100mm
MOCOフォーム
　30（±3）～150（±15）mm

15mm以上

PC030BE-4208（2）

PC030BE-4208（1）なし
木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板

金具

窯業系サイディング （横張） 付加断熱
アキレス製ボード
　30～100mm
MOCOフォーム
　40（±4）～150（±15)mm

15mm以上

0.35mm以上

PC030BE-4208（4）

PC030BE-4066-1（1）

PC030BE-4208（3）なし
木質系
セメント板
タイガーEXハイパー
火山性ガラス質複層板

タイガーEXハイパー

金具

ビス

窯業系サイディング （横張）

ガルバリウム鋼板 （縦張）

付加断熱
アキレス製ボード
　30～100mm
MOCOフォーム
　40（±4）～150（±15)mm

15mm以上（中実品）
18mm以上（中空品）

PC030BE-2905-1（2）

PC030BE-2905-1（1）なし
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

金具

窯業系サイディング （横張）

50（±5）～150（±15）mm

12～25mm

PC030BE-0333

なし
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

くぎ・ねじ

窯業系サイディング
　　　　　　　（横張・縦張・重張） 20～80mm

15～25mm

PC030BE-0335

なし
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

金具

窯業系サイディング （横張・縦張）

20～80mm

15mm以上

PC030BE-3130
PC030BE-3131
PC030BE-3132
PC030BE-3133

なし
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

軽量モルタル（下地なし）

50（±5）～105（-11）mm

15mm以上

PC030BE-3134
PC030BE-3135
PC030BE-3136
PC030BE-3137

なし
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

軽量モルタル（下地あり）

50（±5）～105（-11）mm

ニチハ社　一般地域用
14～25mm

PC030BE-3994

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

くぎ

窯業系サイディング （横張・縦張）

50～150mm

12～25mm
PC030BE-0334

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

くぎ・ねじ
窯業系サイディング 
　　　　　　　（横張・縦張・重張） 20～80mm

15～26mm

PC030BE-2850
PC030BE-2851
PC030BE-2852

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

金具
窯業系サイディング （横張）

50（±5）～89（-9）mm

15mm以上

PC030BE-2909
PC030BE-2910
PC030BE-2911

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

軽量モルタル（下地なし）
50（±5）～89（-9）mm

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

軽量モルタル（下地なし）
127（±13）mm

15mm以上

15mm以上

PC030BE-2912
PC030BE-2913
PC030BE-2914

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

軽量モルタル（下地あり）
50（±5）～89（-9）mm

15～26mm
PC030BE-3693

PC030BE-3694（1）

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

留付
ステープル

軽量モルタル（下地あり）
127（±13）mm

15mm以上

15mm以上

PC030BE-3694（2）

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

金具
窯業系サイディング （横張）

127（±13）mm

ニチハ社　寒冷地域用
14～25mm

PC030BE-4004

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

くぎ

窯業系サイディング （横張・縦張）

50～150mm

75～150mm

0.35mm以上
PC030BE-4066-1（2）タイガーEXハイパービスガルバリウム鋼板 （縦張）

75～150mm

3～4mm
PC030BE-1843火山性ガラス質複層板

留付
ステープル

樹脂モルタル
60（±6）mm

構造 外壁 内装材構造用面材外装材の固定 MOCOフォーム厚み 認定番号

準耐火構造認定（45分）

15mm以上（中実品）
18mm以上（中空品）

QF045BE-0948-1

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

金具

窯業系サイディング （横張）

80（±8）mm

QF045BE-1020-1（1）

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

金具

軽量モルタル（下地なし）

軽量モルタル（下地あり）

80（±8）mm

せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上
室内側下地材なし

せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上
室内側下地材なし
せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上
室内側下地材あり

①せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
室内側下地材あり

①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上

せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上

②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこボード（JIS A 6901）
②強化せっこうボード（JIS A 6901）
　9.5～15 + 12.5～25の重張

①せっこうボード（JIS A 6901）
②強化せっこうボード（JIS A 6901）
　9.5～15 + 12.5～25の重張

①せっこうボード（JIS A 6901）
②強化せっこうボード（JIS A 6901）
　9.5～15 + 12.5～25の重張

上張材①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上　
下張材①せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）　9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）　12.5mm以上

①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上

強化せっこうボード（JIS A 6901）　15～25mm

強化せっこうボード（JIS A 6901）　15～25mm

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

留付
ステープル

15mm以上

QF045BE-1020-1（2）

QF045BE-1487（1）

QF045BE-1487（2）

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
タイガーEXハイパー

80（±8）mm

窯業系サイディング （横張）

15～26mm

軽量モルタル（下地なし）

15mm以上

軽量モルタル（下地あり）

15mm以上

軽量モルタル（下地なし）

15mm以上

軽量モルタル（下地あり）

15mm以上

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
せっこうボード
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
せっこうボード
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板
せっこうボード
木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

木質系
セメント板
火山性ガラス質複層板

80（±8）mm

80（±8）mm

80（±8）mm

127（±13）mm

127（±13）mm

強化せっこうボード（JIS A 6901）　15～25mm

QF045BE-0992
QF045BE-0993
QF045BE-0994
QF045BE-0995
QF045BE-1028
QF045BE-1029
QF045BE-1030
QF045BE-1031
QF045BE-1032
QF045BE-1033
QF045BE-1034
QF045BE-1035

上張材①せっこうボード（JIS A 6901）9.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上　
下張材①せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上
　　　②強化せっこうボード（JIS A 6901）12.5mm以上

付加断熱
ネオマフォーム・ネオマゼウス
　20～100mm
pufpure A warm
　30（±3）～150（±15）mm
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これまで6地域による分類であったものが、8地域によ
る分類へ細分化されました。そして、寒冷地における冷
房期の平均日射熱取得率の基準と、温暖地における外皮
平均熱貫流率の基準がありません。

●地域区分

1地域

2地域

3地域

4地域

5地域

6地域

7地域

8地域
※上記区分は大別したもので、市町村により異なる地域があります。
［出典］建築環境・省エネルギー機構：外皮基準計算解説と演習

都道府県名 地域の区分 市町村

北海道
1

青森県 2

岩手県

2

宮城県

秋田県

3

2

2

2

6

山形県

3

3

福島県

3
4
5

5

3

4

3

夕張市、士別市、名寄市、伊達市(旧大滝村に限る。)、留寿都村、喜茂別町、愛別町、上川町、美瑛町、南富良野町、占冠村、下川町、美深町、音威子府村、中川
町、幌加内町、猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町（旧歌登町に限る。）、津別町、訓子府町、置戸町、佐呂間町、遠軽町、滝上町、興部町、西興部村、雄武町、上
士幌町、中札内村、更別村、幕別町（旧忠類村に限る。）、大樹町、豊頃町、足寄町、陸別町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、別海町、中標津町

札幌市、小樽市、旭川市、釧路市、帯広市、北見市、岩見沢市、網走市、留萌市、苫小牧市、稚内市、美唄市、芦別市、江別市、赤平市、紋別市、三笠市、根室市、千
歳市、滝川市、砂川市、歌志内市、深川市、富良野市、登別市、恵庭市、伊達市(旧伊達市に限る。)、北広島市、石狩市、北斗市、当別町、新篠津村、木古内町、七
飯町、鹿部町、森町、八雲町(旧八雲町に限る。)、長万部町、今金町、せたな町、島牧村、寿都町、黒松内町、蘭越町、ニセコ町、真狩村、京極町、倶知安町、共和
町、岩内町、泊村、神恵内村、積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村、南幌町、奈井江町、上砂川町、由仁町、長沼町、栗山町、月形町、浦臼町、新十津川町、
妹背牛町、秩父別町、雨竜町、北竜町、沼田町、鷹栖町、東神楽町、当麻町、比布町、東川町、上富良野町、中富良野町、和寒町、剣淵町、増毛町、小平町、苫前
町、羽幌町、初山別村、遠別町、天塩町、枝幸町（旧枝幸町に限る。）、豊富町、礼文町、利尻町、利尻富士町、幌延町、美幌町、斜里町、清里町、小清水町、湧別
町、大空町、豊浦町、壮瞥町、白老町、厚真町、洞爺湖町、安平町、むかわ町、日高町、平取町、新冠町、浦河町、様似町、えりも町、新ひだか町、音更町、士幌町、
鹿追町、新得町、清水町、芽室町、広尾町、幕別町（旧幕別町に限る。）、池田町、本別町、浦幌町、釧路町、厚岸町、浜中町、白糠町、標津町、羅臼町

七ヶ宿町

仙台市、多賀城市、山元町

4

4

4

鰺ヶ沢町、深浦町

平川市（旧碇ヶ関村に限る。）
函館市、室蘭市、松前町、福島町、知内町、八雲町(旧熊石町に限る。)、江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町

青森市、弘前市、八戸市、黒石市、五所川原市、十和田市、三沢市、むつ市、つがる市、平川市（旧尾上町、旧平賀町に限る。）、平内町、今別町、蓬田村、外ヶ浜町、
西目屋村、藤崎町、大鰐町、田舎館村、板柳町、鶴田町、中泊町、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、大間町、東通村、風間浦村、
佐井村、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村

盛岡市、花巻市、久慈市、遠野市、二戸市、八幡平市（旧西根町、旧松尾村に限る。）、一関市(旧大東町、旧藤沢町、旧千廐町、旧東山町、旧室根村に限る。)、
滝沢市、雫石町、紫波町、矢巾町、住田町、岩泉町、田野畑村、普代村、軽米町、野田村、洋野町、一戸町

石巻市、塩竈市、気仙沼市、白石市、名取市、角田市、岩沼市、登米市、栗原市、東松島市、大崎市、蔵王町、大河原町、村田町、柴田町、川崎町、丸森町、亘理町、
松島町、七ヶ浜町、利府町、大和町、大郷町、富谷市、大衡村、色麻町、加美町、涌谷町、美里町、女川町、南三陸町

水戸市、土浦市（旧新治村に限る。）、石岡市、結城市、下妻市、常総市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、笠間市、取手市、牛久市、つくば市、ひたちなか市、常陸
大宮市、那珂市、筑西市、坂東市、稲敷市、かすみがうら市、桜川市、行方市、鉾田市、つくばみらい市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町（旧常北町、旧桂村に
限る。）、東海村、美浦村、阿見町、河内町、八千代町、五霞町、境町、利根町

宮古市、大船渡市、北上市、一関市（旧一関市、旧花泉町、旧川崎村に限る。）、陸前高田市、釡石市、奥州市、金ケ崎町、平泉町、大槌町、山田町

能代市(旧二ツ井町に限る。)、横手市、大館市、湯沢市、鹿角市、大仙市、北秋田市、仙北市、上小阿仁村、藤里町、美郷町、羽後町、東成瀬村

新庄市、長井市、尾花沢市、南陽市、西川町、朝日町、大江町、大石田町、金山町、最上町、舟形町、真室川町、鮭川村、戸沢村、高畠町、川西町、小国町、飯豊町

5 酒田市（旧酒田市に限る。）

5

5

福島市、郡山市、いわき市、相馬市、南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、新地町

3

4

4

二本松市（旧東和町に限る。）、下郷町、只見町、南会津町（旧田島町に限る。）、北塩原村、磐梯町、猪苗代町、柳津町、三島町、金山町、昭和村、鮫川村、平田村、
小野町、川内村、葛尾村、飯舘村

八幡平市（旧安代町に限る。）、葛巻町、岩手町、西和賀町、九戸村

日立市、土浦市（旧新治村を除く。）、古河市、龍ケ崎市、鹿嶋市、潮来市、守谷市、神栖市

檜枝岐村、南会津町（旧舘岩村、旧伊南村、旧南郷村に限る。）

小坂町

にかほ市

山形市、米沢市、鶴岡市、酒田市（旧八幡町、旧松山町、旧平田町に限る。）、寒河江市、上山市、村山市、天童市、東根市、山辺町、中山町、河北町、大蔵村、
白鷹町、三川町、庄内町、遊佐町

秋田市、能代市(旧能代市に限る。)、男鹿市、由利本荘市、潟上市、三種町、八峰町、五城目町、八郎潟町、井川町、大潟村

会津若松市、白河市、須賀川市、喜多方市、二本松市（旧二本松市、旧安達町、旧岩代町に限る。）、田村市、伊達市、本宮市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村、
鏡石町、天栄村、西会津町、会津坂下町、湯川村、会津美里町、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、石川町、玉川村、浅川町、古殿町、三春町

茨城県 城里町（旧七会村に限る。）、大子町

栃木県
日光市(旧足尾町に限る。)

足利市、佐野市

日光市(旧日光市、旧今市市、旧藤原町に限る。)、那須塩原市、塩谷町、那須町

上野村、長野原町、高山村、川場村
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2
3
4
5

5

6

6
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神奈川県

東京都

千葉県

新潟県

4

7

6

7

5

5

6

6

7

3

8

5

5

4

5

5富山県
石川県

4

長野県

福井県

山梨県

岐阜県

静岡県

4

4

5
3

宇都宮市、栃木市、鹿沼市、小山市、真岡市、大田原市、矢板市、さくら市、那須烏山市、下野市、上三川町、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町、壬生町、野木町、高
根沢町、那珂川町

秩父市(旧秩父市、旧吉田町、旧荒川村に限る。)、飯能市、日高市、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、横瀬町、皆
野町、長瀞町、小鹿野町、東秩父村、美里町、神川町、寄居町
さいたま市、川越市、熊谷市、川口市、行田市、所沢市、加須市、本庄市、東松山市、春日部市、狭山市、羽生市、鴻巣市、深谷市、上尾市、草加市、越谷市、蕨市、
戸田市、入間市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、桶川市、久喜市、北本市、八潮市、富士見市、三郷市、蓮田市、坂戸市、幸手市、鶴ヶ島市、吉川市、ふじみ野
市、白岡市、伊奈町、三芳町、上里町、宮代町、杉戸町、松伏町

千葉市、銚子市、市川市、船橋市、木更津市、松戸市、野田市、茂原市、成田市、佐倉市、東金市、旭市、習志野市、柏市、市原市、流山市、八千代市、我孫子市、鴨
川市、鎌ケ谷市、君津市、富津市、浦安市、四街道市、袖ケ浦市、八街市、白井市、南房総市、匝瑳市、香取市、山武市、いすみ市、大網白里市、酒々井町、多古
町、東庄町、九十九里町、芝山町、横芝光町、一宮町、睦沢町、長生村、白子町、長柄町、長南町、大多喜町、御宿町、鋸南町

横浜市、川崎市、相模原市、平塚市、鎌倉市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市、葉山町、
寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町

大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村
小笠原村
山北町、愛川町、清川村

横須賀市、藤沢市、三浦市
小千谷市、十日町市、村上市、魚沼市、南魚沼市、阿賀町、湯沢町、津南町、関川村

印西市、富里市、栄町、神崎町

富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市、舟橋村、上市町、立山町、入善町、朝日町
白山市（旧白峰村に限る。）

4 白山市(旧河内村、旧吉野谷村、旧鳥越村、旧尾口村に限る。)

6 金沢市、白山市(旧松任市に限る。)、小松市、野々市市

新潟市、長岡市、三条市、柏崎市、新発田市、加茂市、見附市、燕市、糸魚川市、妙高市、五泉市、上越市、阿賀野市、佐渡市、胎内市、聖籠町、弥彦村、田上町、
出雲崎町、刈羽村、粟島浦村

七尾市、輪島市、珠洲市、加賀市、羽咋市、かほく市、白山市(旧美川町、旧鶴来町に限る。)、能美市、川北町、津幡町、内灘町、志賀町、宝達志水町、中能登町、
穴水町、能登町

甲府市(旧中道町に限る。)、都留市、山梨市、大月市、韮崎市、南アルプス市、北杜市（旧武川村に限る。）、甲斐市、笛吹市（旧春日居町、旧石和町、旧御坂町、
旧一宮町、旧八代町、旧境川村に限る。)、上野原市、甲州市（旧塩山市、旧勝沼町に限る。）、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、富士川町

館山市、勝浦市
檜原村、奥多摩町
青梅市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町

池田町
5 大野市、勝山市、あわら市、坂井市、永平寺町、南越前町、若狭町

3 北杜市(旧小淵沢町に限る。)、笛吹市(旧芦川村に限る。)、忍野村、山中湖村、鳴沢村、小菅村、丹波山村

6
2

3

甲府市（旧甲府市に限る。）、南部町、昭和町

4

5

甲府市(旧上九一色村に限る。)、富士吉田市、北杜市(旧明野村、旧須玉町、旧高根町、旧長坂町、旧大泉村、旧白州町に限る。)、甲州市（旧大和村に限る。）、
道志村、西桂町、富士河口湖町

6 福井市、敦賀市、小浜市、鯖江市、越前市、越前町、美浜町、高浜町、おおい町

東京23区、八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、府中市、昭島市、調布市、町田市、小金井市、小平市、日野市、東村山市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、
東大和市、清瀬市、東久留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市、西東京市

塩尻市（旧楢川村に限る。）、川上村、南牧村、南相木村、北相木村、軽井沢町、木祖村、木曽町（旧開田村に限る。）

飯田市、喬木村
飛騨市、郡上市（旧高鷲村に限る。）、下呂市（旧小坂町、旧馬瀬村に限る。）、白川村

5 御殿場市、小山町、川根本町
6 浜松市、熱海市、三島市、富士宮市、島田市、掛川市、袋井市、裾野市、湖西市、伊豆市、菊川市、伊豆の国市、西伊豆町、函南町、長泉町、森町
7 静岡市、沼津市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、藤枝市、下田市、御前崎市、牧之原市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、清水町、吉田町

上田市(旧真田町、旧武石村に限る。)、岡谷市、小諸市、大町市、茅野市、佐久市、小海町、佐久穂町、御代田町、立科町、長和町、富士見町、原村、辰野町、平谷
村、売木村、上松町、王滝村、木曽町（旧木曽福島町、旧日義村、旧三岳村に限る。）、麻績村、生坂村、朝日村、筑北村、白馬村、小谷村、高山村、山ノ内町、野沢
温泉村、信濃町、小川村、飯綱町

長野市、松本市、上田市(旧上田市、旧丸子町に限る。)、諏訪市、須坂市、伊那市、駒ヶ根市、中野市、飯山市、塩尻市（旧塩尻市に限る。）、千曲市、東御市、安曇
野市、青木村、下諏訪町、箕輪町、飯島町、南箕輪村、中川村、宮田村、松川町、高森町、阿南町、阿智村、根羽村、下條村、天龍村、泰阜村、豊丘村、大鹿村、南木
曽町、大桑村、山形村、池田町、松川村、坂城町、小布施町、木島平村、栄村

高山市、中津川市(旧長野県木曽郡山口村、旧坂下町、旧川上村、旧加子母村、旧付知町、旧福岡町、旧蛭川村に限る。)、本巣市（旧根尾村に限る。）、郡上市(
旧八幡町、旧大和町、旧白鳥町、旧明宝村、旧和良村に限る。)、下呂市(旧萩原町、旧下呂町、旧金山町に限る。)、東白川村

5 大垣市(旧上石津町に限る。)、中津川市(旧中津川市に限る。)、美濃市、瑞浪市、恵那市、郡上市(旧美並村に限る。)、土岐市、関ケ原町、坂祝町、富加町、川辺
町、七宗町、八百津町、白川町、御嵩町

6 岐阜市、大垣市(旧大垣市、旧墨俣町に限る。)、多治見市、関市、羽島市、美濃加茂市、各務原市、可児市、山県市、瑞穂市、本巣市（旧本巣町、旧真正町、旧糸貫
町に限る。）、海津市、岐南町、笠松町、養老町、垂井町、神戸町、輪之内町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町

群馬県
栃木県

埼玉県

3
4

秩父市(旧大滝村に限る。)4

嬬恋村、草津町、片品村

2 日光市（旧栗山村に限る。）

高崎市（旧倉渕村に限る。）、桐生市(旧黒保根村に限る。)、沼田市、神流町、南牧村、中之条町、東吾妻町、昭和村、みなかみ町
桐生市(旧新里村に限る。)、渋川市、富岡市、安中市、みどり市、榛東村、吉岡町、下仁田町、甘楽町、板倉町
前橋市、高崎市（旧倉渕村を除く。）、桐生市（旧桐生市に限る。）、伊勢崎市、太田市、館林市、藤岡市、玉村町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町

滋賀県 5
6

津市(旧津市、旧久居市、旧河芸町、旧芸濃町、旧美里村、旧安濃町、旧香良洲町、旧一志町、旧白山町に限る。)、四日市市、伊勢市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、尾
鷲市、亀山市、鳥羽市、いなべ市（旧員弁町、旧大安町に限る。）、志摩市、木曽岬町、東員町、菰野町、朝日町、川越町、多気町、明和町、大台町、玉城町、度会
町、大紀町、南伊勢町、紀北町

名古屋市、岡崎市、一宮市、瀬戸市、半田市、春日井市、豊川市、津島市、碧南市、刈谷市、豊田市（旧稲武町を除く。）、安城市、西尾市、蒲郡市、犬山市、常滑市、
江南市、小牧市、稲沢市、新城市、東海市、大府市、知多市、知立市、尾張旭市、高浜市、岩倉市、豊明市、日進市、田原市、愛西市、清須市、北名古屋市、弥富市、
みよし市、あま市、長久手市、東郷町、豊山町、大口町、扶桑町、大治町、蟹江町、飛島村、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町、幸田町

5
愛知県

三重県

4

7

7

6

5

6

豊田市（旧稲武町に限る。）、設楽町（旧津具村に限る。）、豊根村
設楽町（旧設楽町に限る。）、東栄町

豊橋市

熊野市、御浜町、紀宝町
大津市、彦根市、長浜市、栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市、高島市、東近江市、米原市、日野町、竜王町、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
近江八幡市、草津市、守山市

津市(旧美杉村に限る。)、名張市、いなべ市（旧北勢町、旧藤原町に限る。）、伊賀市

5 福知山市、綾部市、宮津市、亀岡市、京丹後市、南丹市、宇治田原町、笠置町、和束町、南山城村、京丹波町、与謝野町
6 京都市、舞鶴市、宇治市、城陽市、向日市、長岡京市、八幡市、京田辺市、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、精華町、伊根町

京都府
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13 14

延べ床面積1㎡あたり、どれ位熱量が内側から外側に逃げるかを表す。

延べ床面積1㎡あたり、どれ位のすき間があるかを表す。

室内側へ流入する日射熱の割合のことで、日射熱取得が大きいほど熱を取り入れ、小さいほど熱を遮蔽する。

単位時間に単位面積の固定壁を通して、温度差を持つ高温側から低温側流体へ伝わる熱量のこと。　【熱貫流率】＝1／【熱抵抗の値】

単位面積あたり、単位熱量を通すのに要する温度勾配を表す。

物体内部の熱が分子運動によって1つの部分から隣接地の部分に伝わる現象を表す。

材料中の水蒸気は、水蒸気圧力の勾配に比例して移動する。この比例定数を透湿率という。

材料の単位厚さの透湿抵抗を表す。　【透湿比抵抗】＝1／【透湿率】

材料の透湿性を表す。　【透湿係数】＝【透湿率】／【厚み】

材料内の水蒸気移動のしにくさを表す。　【透湿抵抗】＝【厚み】／【透湿率】

断熱層から内側の透湿抵抗の総和を、断熱層から外側の透湿抵抗の総和で除した値。

Q値

C値

η値

U値

R値

λ

透湿率

透湿比抵抗

透湿係数

透湿抵抗

透湿抵抗比

単位換算

熱損失係数　W/（㎡・K）

気密値　C㎡/㎡

日射熱取得率

熱貫流率　W/（㎡・K）

熱抵抗の値　㎡・K/W

熱伝導率　W/（m・K）

SI単位　ng/（m・s・Pa）　旧単位　g/mhmmHg

SI単位　m・s・Pa/ng　旧単位　mhmmHg/g

SI単位　ng/（㎡・s・Pa）　旧単位　g/㎡hmmHg

SI単位　㎡・s・Pa/ng　旧単位　㎡hmmHg/g

1㎡hmmHg/g ＝ 0.479959×10　㎡・s・Pa/ng

H（エイチ）：温度差係数
ν（ニュー）：方位係数
fc（エフ・シー）：窓の冷房期の取得日射量補正係数

どうして高気密住宅が
必要なの？

住宅の気密性を高め排熱ロスを少なくすること
と、計画換気を行うためです。気密性が高く、空
気の出入り口がハッキリしていれば、室内の水蒸
気や汚染空気を排出して、新鮮な空気を室内に
取り込むことができますが、気密性の悪い（すき
間の多い）家では、入ってきた空気がそのまま排
出されてしまうため、ショートサーキット現象が
起こる可能性があります。

Q MOCOフォームや
pufpure A warmの防露対策は
どのようにしていますか？

MOCOフォームは、12時間強制的に加湿し続け
た場合、6.5g/㎡の湿気を吸湿しますが、常温で
12時間以上放置すると、ほとんどすべて放湿し
ます。また、一次元定常計算で内部結露の有無を
判定しています。
pufpure A warmはほとんど吸湿しません。

QMOCOフォームと
pufpure A warmの
吹付対象物は何になりますか？

Q

A AA

MOCOフォームや
pufpure A warmは
収縮しませんか？

施工直後は発熱で体積膨張しているので常温に
戻る際、わずかな収縮はありますが、その後の変
化はありません。

Q シロアリ被害が心配ですが、
基礎断熱や床断熱に使っても
大丈夫ですか？

基礎や床下の断熱には、防蟻効果のある
pufpure A- ATをご使用下さい。ウレタンフォー
ムはシロアリの栄養源ではありませんが、内部
の温度が安定しているのでシロアリにとって住
みやすい環境になっています。そのため、通常の
ウレタンフォームでは蟻道ができる場合があり
ます。

QMOCOフォームや
pufpure A warmの耐久性は
どれくらいですか？

ウレタンフォームは紫外線劣化を起こしますの
で、日の当たる場所での長期放置はできません。
住宅の屋根裏や壁の中では紫外線を浴びません
ので、脆さがでたり断熱性能の低下は起こらな
いので、長期的にお使い頂けます。

Q

AA

MOCOフォームや
pufpure A warmは
F☆☆☆☆ですか？

MOCOフォームやpufpure A warmはシック
ハウス症候群原因物質を原料に使っておりま
せん（規制対象外）。

Q MOCOフォームやpufpure A warmに
発がん性物質は入っていませんか？

IARC※1（国際がん研究機関）でGroup3に分類
されています。

Q火災時の影響は？

MOCOフォームやpufpure A warmは有機物な
ので燃えますが、火から離せば残炎はありませ
ん。また防火構造認定（30分）、準耐火構造認定
（45分）も取得しておりますので安心してお使い
頂けます。

Q
※1： IARCはWHO（世界保健機関）の外部組織

Group1 ヒトに対する発がん性が認められる
Group2 ヒトに対する発がん性があると考えられる
Group 2A ヒトに対する発がん性がおそらくある

Group 2B ヒトに対する発がん性が疑われる

Group3 ヒトに対する発がん性が分類できない

Group4 ヒトに対する発がん性がおそらくない
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地域区分 Q&A・用語集

都道府県名 地域の区分 市町村

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

6

3

4

6

島根県

6

4

7
鳥取県

6

6

岡山県
6

5

6

5
4

4

4

7

大阪市、堺市、岸和田市、豊中市、池田市、吹田市、泉大津市、高槻市、貝塚市、守口市、枚方市、茨木市、八尾市、泉佐野市、富田林市、寝屋川市、河内長野市、
松原市、大東市、和泉市、箕面市、柏原市、羽曳野市、門真市、摂津市、高石市、藤井寺市、東大阪市、泉南市、四條畷市、交野市、大阪狭山市、阪南市、島本町、
忠岡町、熊取町、田尻町、太子町、河南町、千早赤阪村

神戸市、姫路市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、伊丹市、相生市、加古川市、赤穂市、宝塚市、三木市、高砂市、川西市、小野市、南あわじ市、淡路市、
たつの市、稲美町、播磨町、福崎町、太子町、香美町（旧村岡町、旧美方町を除く。）、新温泉町（旧浜坂町に限る。）

奈良市（旧都祁村を除く。）、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、桜井市、五條市（旧大塔村を除く。）、御所市、香芝市、葛城市、三郷町、斑鳩町、安堵町、
川西町、三宅町、田原本町、高取町、明日香村、上牧町、王寺町、広陵町、河合町

岬町
香美町（旧村岡町、旧美方町に限る。）

5
豊岡市、西脇市、三田市、加西市、丹波篠山市、養父市、丹波市、朝来市、宍粟市、加東市、猪名川町、多可町、市川町、神河町、上郡町、佐用町、新温泉町（旧温
泉町に限る。）

高野町

和歌山市、御坊市、田辺市（旧龍神村、旧本宮町を除く。）、新宮市、美浜町、印南町、みなべ町、白浜町、すさみ町、那智勝浦町、太地町、古座川町、串本町

5

生駒市、宇陀市、山添村、平群町、吉野町、大淀町、下市町、十津川村、下北山村、上北山村、東吉野村

野迫川村
4 奈良市(旧都　村に限る。)、五條市(旧大塔村に限る。)、曽爾村、御杖村、黒滝村、天川村、川上村
5

田辺市(旧龍神村に限る。)、かつらぎ町(旧花園村に限る。)、日高川町（旧美山村に限る。）

津山市(旧阿波村に限る。)、真庭市(旧湯原町、旧美甘村、旧川上村、旧八束村、旧中和村に限る。)、新庄村、西粟倉村、吉備中央町

広島県 3 廿日市市（旧吉和村に限る。）
4 庄原市（旧総領町、旧西城町、旧東城町、旧口和町、旧高野町、旧比和町に限る。）、安芸太田町、世羅町、神石高原町
5 府中市、三次市、庄原市（旧庄原市に限る。）、東広島市、廿日市市（旧佐伯町に限る。）、安芸高田市、熊野町、北広島町

徳島県 5 三好市、上勝町

香川県 6 全ての市町

6 徳島市、鳴門市、吉野川市、阿波市、美馬市、勝浦町、佐那河内村、石井町、神山町、那賀町、牟岐町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町、つるぎ町、東みよし町
7 小松島市、阿南市、美波町、海陽町

6 広島市、呉市、竹原市、三原市、尾道市、福山市、大竹市、廿日市市（旧佐伯町、旧吉和村を除く。）、江田島市、府中町、海田町、坂町、大崎上島町
山口県 5 下関市(旧豊田町に限る。)、萩市(旧むつみ村、旧福栄村に限る。)、美祢市

6 宇部市、山口市、萩市(旧萩市、旧川上村、旧田万川町、旧須佐町、旧旭村に限る。)、防府市、下松市、岩国市、光市、長門市、柳井市、周南市、山陽小野田市、
周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生町、阿武町

7 下関市（旧豊田町を除く。）

高知県
7 松山市、宇和島市、新居浜市（旧新居浜市に限る。）、松前町、愛南町

愛媛県 4 新居浜市（旧別子山村に限る。）、久万高原町

4 いの町(旧本川村に限る。)、梼原町
5 本山町、大豊町、土佐町、大川村、いの町(旧吾北村に限る。)、仁淀川町
6 香美市、馬路村、いの町（旧伊野町に限る。）、佐川町、越知町、日高村、津野町、四万十町、三原村、黒潮町
7 高知市、室戸市、安芸市、南国市、土佐市、須崎市、宿毛市、土佐清水市、四万十市、香南市、東洋町、奈半利町、田野町、安田町、北川村、芸西村、中土佐町、大月町

5 佐伯市(旧宇目町に限る。)、由布市（旧湯布院町に限る。)、九重町、玖珠町

6
大分市（旧野津原町に限る。）、別府市、中津市、日田市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後高田市、杵築市、宇佐市、豊後大野市、由布市(旧挾間町、旧庄内町に
限る。)、国東市、姫島村、日出町

7 大分市（旧野津原町を除く。）、佐伯市（旧宇目町を除く。）

福岡県 5 東峰村

佐賀県
長崎県

6 全ての市町
7 福岡市、志免町、新宮町、粕屋町、芦屋町

6

5 大洲市(旧肱川町、旧河辺村に限る。)、内子町（旧小田町に限る。）

6 今治市、八幡浜市、西条市、大洲市(旧大洲市、旧長浜町に限る。)、伊予市、四国中央市、西予市、東温市、上島町、砥部町、内子町（旧内子町、旧五十崎町に限
る。）、伊方町、松野町、鬼北町

6 佐世保市、松浦市、対馬市、雲仙市（旧小浜町に限る。）、東彼杵町、川棚町、波佐見町、佐々町
7 長崎市、島原市、諫早市、大村市、平戸市、壱岐市、五島市、西海市、雲仙市（旧小浜町を除く。）、南島原市、長与町、時津町、小値賀町、新上五島町

熊本県

大分県

5 椎葉村、五ヶ瀬町
6 小林市、えびの市、高原町、西米良村、諸塚村、美郷町、高千穂町、日之影町
7 宮崎市、都城市、延岡市、日南市、日向市、串間市、西都市、三股町、国富町、綾町、高鍋町、新富町、木城町、川南町、都農町、門川町

宮崎県

6 伊佐市、湧水町

7
鹿児島市、鹿屋市、枕崎市、阿久根市、出水市、指宿市、西之表市、垂水市、薩摩川内市、日置市、曽於市、霧島市、いちき串木野市、南さつま市、志布志市、
南九州市、姶良市、三島村、十島村、さつま町、長島町、大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町、中種子町、南種子町、屋久島町

8 奄美市、大和村、宇検村、瀬戸内町、龍郷町、喜界町、徳之島町、天城町、伊仙町、和泊町、知名町、与論町
8 全ての市町村

鹿児島県

沖縄県

5 八代市（旧泉村に限る。）阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、山都町、水上村、五木村

7

6

熊本市、八代市(旧八代市、旧千丁町、旧鏡町に限る。)、水俣市、宇土市、上天草市、宇城市、天草市、長洲町、嘉島町、氷川町、芦北町、津奈木町、苓北町

岡山市、倉敷市、玉野市、笠岡市、井原市、総社市、瀬戸内市、赤磐市、浅口市、早島町、里庄町、矢掛町

海南市、橋本市、有田市、田辺市(旧本宮町に限る。)、紀の川市、岩出市、紀美野町、かつらぎ町（旧花園村を除く。）、九度山町、湯浅町、広川町、有田川町、
日高町、由良町、日高川町（旧川辺町、旧中津村に限る。）、上富田町、北山村

若桜町、日南町、日野町
5 倉吉市、智頭町、八頭町、三朝町、南部町、江府町

鳥取市、米子市、境港市、岩美町、湯梨浜町、琴浦町、北栄町、日吉津村、大山町、伯耆町
飯南町、吉賀町
益田市(旧美都町、旧匹見町に限る。)、雲南市、奥出雲町、川本町、美郷町、邑南町、津和野町
松江市、浜田市、出雲市、益田市（旧益田市に限る。）、大田市、安来市、江津市、海士町、西ノ島町、知夫村、隠岐の島町

津山市(旧津山市、旧加茂町、旧勝北町、旧久米町に限る。)、高梁市、新見市、備前市、真庭市(旧北房町、旧勝山町、旧落合町、旧久世町に限る。)、美作市、
和気町、鏡野町、勝央町、奈義町、久米南町、美咲町

5 豊能町、能勢町

備考）この表に掲げる区域は、令和元年5月1日における行政区画によって表示されたものとする。ただし、括弧内に記載する区域は、平成13年8月1日における旧行政区画によって表示されたものとする。

北九州市、大牟田市、久留米市、直方市、飯塚市、田川市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、行橋市、豊前市、中間市、小郡市、筑紫野市、春日市、大野城市、宗像
市、太宰府市、古賀市、福津市、うきは市、宮若市、嘉麻市、朝倉市、みやま市、糸島市、那珂川市、宇美町、篠栗町、須恵町、久山町、水巻町、岡垣町、遠賀町、小竹
町、鞍手町、桂川町、筑前町、大刀洗町、大木町、広川町、香春町、添田町、糸田町、川崎町、大任町、赤村、福智町、苅田町、みやこ町、吉富町、上毛町、築上町

八代市(旧坂本村、旧東陽村に限る。)、人吉市、荒尾市、玉名市、山鹿市、菊池市、合志市、美里町、玉東町、南関町、和水町、大津町、菊陽町、西原村、御船町、益
城町、甲佐町、錦町、多良木町、湯前町、相良村、山江村、球磨村、あさぎり町

MOCOフォーム

木　部 コンクリート 鉄　骨

○ × ×

○ ○ ○pufpure A warm




